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北海道教育庁教職員局教職員課

新時代の教育を支える働き方改革通信

令和６年度 働き方改革の主な事業
働き方改革を推進し、アクション・プランに掲げる目標を達成するため、道教委では各種の事業に

取り組んでいます。その中で、好事例を全道へ普及することを目的とした２つの事業をご紹介します。

【新規】学校マネジメント支援実証研究事業

○業務平準化・省略化モデル検証

副校長・教頭の
業務補助

教職員の勤務管
理事務の支援

施設管理
保護者や外部
との連絡調整

活用イメージ（例）
学校種 管内 学校名

小学校
後志 小樽市立朝里小学校
渡島 北斗市立浜分小学校

オホーツク 網走市立西小学校

中学校
空知 由仁町立由仁中学校
石狩 恵庭市立恵明中学校

特別支援
石狩 拓北養護学校
胆振 室蘭聾学校
上川 鷹栖養護学校

【副校長・教頭マネジメント支援員配置校】

働き方改革推進事業

学校の要である副校長・教頭が、他職種に比べて時間外在校等時間が突出している実態を踏まえ、
道教委では今年度、次のとおり副校長・教頭の勤務改善に向けた支援方法を実証的に研究します。

道教委では毎年、働き方改革に積極的に取り組もうとしている推進地域・推進校を指定しており、
令和６年度の推進校等を次のとおり決定しました。

推進校等の取組や、今後開催する報告会の様子などは、My Revolutionでお知らせしていきます。

新任教頭校など８校に「副校長・教頭マネジメント支援員」を配置して、効果や活用方法を検証
○副校長・教頭マネジメント支援員配置

今年度は上記の推進校において「副校長・教頭の業務平準化・省力化の取組」を必須化し、ICT
による業務省力化や役割分担の見直し等に向けた校内研修、先進校視察研修等を実施

業務平準化・省力化の取組の必須化 視察研修

事業
イメージ

校内研修


